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3. 老後の不安解消 ➡ 介護サービスにおけるストーマ
ケアの充実
･2000年及び 2007年に厚生労働省へ「ストーマ早
具の交換を身体介護の範疇とすることについての
要望書」提出
・介護福祉士に対してアンケート実施
《優秀賞講演》
座長：二渡 玉江（群馬大院・保・看護学）
終末期がん患者となった父のスピリチュアルペインとケ
ア ～家族・医療者の二つの視点から村田理論を使って
振り返る～
細野 章子（群馬大医・附属病院・看護部）
患者は私の父である. 胃がんの終末期であると告知さ
れ,在宅での緩和医療を希望した.父のスピリチュアル
ペインについて考え,家族として医療者として行ったケ
アについて振り返った.
スピリチュアルペインとは「自己の存在と意味の消滅
から生じる苦痛」と村田は定義している.父は身体のコ
ントロールにおいて苦悩を打ち明け「こんなに体力がな
くなってしまった,もう少し動けると思ったのに」「こん
な体で家に帰るなんてくやしいよ」と自立を失い,自律
性存在のスピリチュアルペインが生じていた.
時間性存在のケアとして,父の気持ちに寄り添い傾聴
することを行い,共に在るよう努め関係性存在を高める
ことで時間性存在の意味を強化した.関係性存在のケア
では,家族や友人との時間を共有することで父の存在を
認め,関係性をより深められることで大切な人といつま
でもつながっていると考えられるよう関係性の再構築の
強化を行った.自律性存在のケアでは適切な痛み止めの
使用の助言や自宅での点滴のメリット・デメリットを伝
え,身体的苦痛を軽減できるようにした.自分でトイレ
に行きたいという願いを亡くなる 2日前まで叶え援助し
た.自宅改修で父の仕事場にベッド置き,日常生活に近
い環境を作り,家族や友人と過去を振り返り,たくさん
の話をすることで「俺は幸せだ,みんなに囲まれている」
と自分の存在価値を見出し,願いを家族へゆだねること
ができ,関係性存在を強化することでスピリチュアルペ
インを癒したと考える.共有する時間を作ることで私達
が父の心を癒すだけでなく,父が家族の心のケアも行っ
てくれたように思う.
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